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県ト協NEWS

　新年、明けましておめでとうございます。 

　公益社団法人福島県トラック協会の皆様方には、日頃から交通安全活動をはじめ、警察行政の各般にわたり、格

別の御理解と御支援をいただいておりますことに対し、厚く御礼申し上げます。

 昨年中は、貴協会には各事業所における安全運行管理はもとより、セーフティチャレンジ事業への参加と、各種交

通事故防止に向けた研修会を定期的に開催するなど、交通事故防止活動を通じた実践的な安全運転教育の実施や

東北ハイウェイ・セーフティ作戦による高速道路における交通事故防止活動、交通事故防止コンクール表彰など協

会一丸となって県内の交通事故防止に多大なご尽力をいただきました。 

　特に、福島県薬剤師会・家庭の交通安全推進員と連携した事業では、薬局を訪れる高齢者への夜光反射材の配布

や、県内の小学６年生の児童から祖父母などの身近な高齢者への夜光反射材の配布など、高齢歩行者の交通事故防

止対策や夜光反射材の着用促進を実施していただき、貴協会の交通安全活動にあらためて感謝を申し上げます。 

　さて、昨年の県内の交通事故の情勢は、１月と10月に交通死亡事故が続発し、「交通死亡事故全県警報」が２度

も発令されたほか、鏡石町では社会的反響の大きい高齢運転者のブレーキとアクセルの踏み間違いによる交通死

亡事故が発生いたしました。 

　ペダル踏み間違いによる交通事故は老若男女問わず引き起こす可能性があり、多重衝突など、甚大な被害をもた

らす事故であり、その対策が課題となっています。

　また、飲酒運転による交通事故が絶えず、飲酒運転対策として安全運転管理者による運転前後のドライバーに対

する酒気帯び確認などが義務づけられ、11月には道路交通法が改正され、自転車利用者の酒気帯び運転も罰則規

定が設けられました。

　全国的にも飲酒運転を取り巻く社会環境は大きく変化しつつありますが、依然として飲酒運転による重大な交通

事故が絶えない状況にあります。 

　こうした情勢に対応すべく、県警察では、本年の重点目標の１つに「総合的な交通事故防止対策の推進」を掲げ、県

民を悲惨な交通事故から守るため、地域と一体となった交通安全活動を継続的に推進するとともに、交通事故の発

生実態を多角的に分析し、その結果に基づいた交通安全対策の推進や持続可能な交通規制への整備を行ってまい

ります。 

　そのほか、運転者・自転車利用者に対する交通指導取締りや運転者・歩行者に対する参加・体験・実践的な交

通安全教育を推進するとともに、関係機関・団体と連携した広報活動を通じて、県民への交通安全思想の普及と浸

透を図り、安全・安心で快適な秩序ある交通社会を実現してまいりたいと考えております。 

　皆様方におかれましては、本年も引き続き、県警察と連携した交通事故防止対策の推進をお願い申し上げますとと

もに、交通安全意識の高揚、啓発活動の推進などにつきまして、一層の御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　年頭に当たり、公益社団法人福島県トラック協会の益々の御発展と、会員の皆様方の御健勝と御多幸をお祈りい

たしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。 

令和７年

年頭のご挨拶
福島県警察本部
　　交通部長　武 藤  孝 雄

NEWS協ト県
令和６年度 第４回理事会
開催日 令和６年11月27日㈬
出席理事 25名 出席監事 ３名

場　所 福島市 福島研修センター「大会議室」

報告事項の１「Ｇマークラッピングトラック」協力事業者について報
告
事
項

議

　
　
　題

報告事項の２ 令和6年度 「トラックの森づくり事業」の結果について

報告事項の３ 第56回 全国トラックドライバーコンテスト結果について

その他 今後の行事予定について

第１号議案 入会会員及び退会会員について
３社の入会、７社の退会が可決された。
（承認後会員数1,215（賛助会員含む））

第２号議案 副会長の補充選任について
原案通り可決された。

第３号議案 委員会構成の変更について
原案通り可決された。

原案通り可決された。

第４号議案 「事故防止決起大会（車輪脱落事故防止・
飲酒運転根絶）」の実施について

第６号議案 総務委員会の答申について
原案通り可決された。

第７号議案 車輪脱落防止器具の購入費用助成について
原案通り可決された。

①令和６年度物流セミナーについて
　原案通り可決された。
②令和７年度「わだち」の発行頻度について
　原案通り可決された。
③令和７年度「トラックの日」キャンペーン
事業について
　原案通り可決された。

第５号議案 広報委員会の審議結果について

運送事業者向け説明会～『「伝わる」求人票を作ろう！』～を開催
開催日 令和６年11月25日㈪
参加者 県北支部会員 11名 講　師 福島公共職業安定所　求人企画部門 統括職業指導官 松本 和夫様

場　所 福島市 福島研修センター2階会議室

ハローワーク福島・福島県トラック協会・福島県トラック協会県北支部　共同開催

　トラック運送業界では、深刻なドライバー不足に加
え、令和６年４月から施行された「改正改善基準告示」
など、いわゆる2024年問題や働き方改革への対応が
喫緊の課題となっています。このような状況を踏まえ、
人材採用に関する説明会を開催した。
　説明会では、求人票において仕事内容や会社の特徴
（PRポイント）の記載を充実させることの重要性につ
いて学んだ。また、実際に求人票を作成するワーク
ショップも行われ、具体的な方法を体験的に学ぶ機会
となった。
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　ホイール・ボルトの折損等による大型車の車輪脱落事故は令和５年度には142件発生しており、当該
事故の時期は冬期（11月～３月）に集中し、冬用タイヤ交換後１ヶ月以内に多く発生する傾向にありま
す。また、車籍別にみると東北地区で多く発生し、約40％の割合を占めています。

『左後輪チェックOK』のステッカーを希望事業者へ無料配布いたします。
数に限りがございますので、希望される場合はQRコードよりお早目にご連絡ください。

Fukushima Truckin
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適正化
だより

防ごう！車輪脱落事故　

適正化事業部　菅野 誠

車両総重量８ｔ以上のトラックで、ホイール・ナットの脱落などの車輪脱落事故を起こすと、行政処分等により
車両の使用停止になります。さらに３年以内に再発すると整備管理者は解任されます。

令和５年10月１日より車輪脱落事故防止対策として、
自動車運送事業者及び整備管理者に対する行政処分が強化されました。

車両の使用停止期間
初　違　反 ２０日 車
再　違　反 ４０日 車

※車輪が脱落した要因に事業者の関与がなく事
業者による点検整備が確実に行われていること
の証明があった場合を除く。車両総重量８ｔ以
上の自動車に限る。

【車輪脱落を防ぐ５つのポイント『お・と・さ・な・い』】のポスターを同封いたしますのでご活用ください。

◎事業所/営業所名、◎担当者名、◎送り先住所、◎枚数
上記を必ず入力し送信してください。

ふくしまゼロカーボンアワード2024 ㈱デイリー サービスが最優秀賞
開催日 令和６年12月９日㈪ 場　所 福島市 ホテル福島グリーンパレス

　「ふくしまゼロカーボンアワード」は、2050年カーボンニュートラル
の実現に向けて、県内において地球温暖化対策に率先して取り組んで
いるモデル的な事業所を表彰し、こうした事業所をけん引役として、県
内すべての事業所における地球温暖化対策の推進をはかる福島県の
取組である。
　この度、㈱デイリーサービスが運輸部門で最優秀賞を受賞した。デ
イリーサービスでは効果的な取組を推進するためＫＰＩを設定したうえ
で、社内において原因や改善案を定期的に検討しながら、アイドリング
ストップなどによる燃料使用量の削減や内洗車機の導入による水道使
用量の削減、特注コンテナ導入による積載率の向上など、様々な取組
を意欲的に進めている点が高く評価された。 授賞式の様子

内堀知事より賞状を受けとるデイリーサービス引地孝之社長

令和６年度「陸運事業者のための安全マネジメント研修」を開催
開催日 令和６年12月６日㈮ 場　所 郡山市 県中研修センター 参加者 100名

　本研修は「運輸安全マネジメント」と「陸運業における労働安全
衛生マネジメントシステムガイドライン（RIKMS）」の両マネジメン
トを理解し、一体的に運用することにより、事故や災害のリスク低
減、安全衛生のレベルアップを図ることを目的に開催された。
　研修では運輸安全向上のためのPDCAサイクル管理手法やリスク
アセスメントの具体的な進め方について講演が行われた。

講　師 陸上貨物運送事業労働災害防止協会　安全管理士 今井　侯 氏

「事故防止決起大会（車輪脱落事故防止・飲酒運転根絶）」を開催
開催日 令和６年12月18日㈬
参加者 約110名

講　演 「防ごう！大型車の車輪脱落事故」 講　師 福島日野自動車株式会社 本社部品サービス部　吉田 義輝 課長

講　演

来　賓 東北運輸局福島運輸支局　佐藤 雅和 支局長
福島県警察本部　武藤 孝雄 交通部長（代理 福島県警察高速道路交通警察隊  小松 聖英 隊長）

場　所 西白河郡泉崎村 （公社)福島県トラック協会 白河の関トラックステーション2階研修室

車輪脱落事故並びに飲酒運転根絶に関する宣言

　福島県トラック協会は、これから本番を迎える冬道の安全走行等について、改めての注意喚起と適切な点検・点呼の実施を
徹底することを目的として、会員事業者を緊急に招集し「事故防止決起大会（車輪脱落事故防止並びに飲酒運転根絶）」を開
催した。
　冒頭のあいさつで、佐藤信成会長は、「悲惨な事故を防ぐため、そして本人や家族、会社を守るためにルールを守り、適切な点
検・点呼を徹底してほしい」と呼びかけた。
　来賓からは、佐藤支局長より「令和５年度の車輪脱落事故は福島県内において６件発生しており、幸い人身事故は発生してい
ないが、過去には全国で死亡事故が発生している。運行開始時、休憩後や食事の後、荷扱い等での停車など、運転席に乗り込
む前に左後輪の状態を必ずチェックするよう、運転者への周知・啓発をお願いしたい。飲酒運転禁止は必ず守らなければなら
ない基本ルールである。飲酒運転のリスクを充分認識し、運行管理や指導、教育ついては、必ず実効性のあるものにしていただ
くと共に、飲酒運転の根絶に取り組んでいただきたい。自動車事故は被害者はもちろんのこと、加害者や会社にとっても大きな
代償を負うものとなる。適正な運行管理の実施、指導、教育へのご理解とご協力をお願いしたい｡」とあいさつがあり、県警高
速交通隊小松隊長より「交通事故発生件数が増加しており大変懸念している。今大会を契機
とし、職場や家庭からの飲酒運転の一掃、薄暮時の横断歩行者の保護及び適切な休憩の確
保に関する指示などの交通事故の防止にご協力いただきたい。」とあいさつがあった。
　続いて講演が行われ、「大型車の脱輪事故発生状況」「ホイールボルト、ナット」「車輪脱落
事故防止のために」ついて、具体的な資料に基づき講じられた。
　最後に、吉田雅弘青年部会長が「車輪脱落事故防止並びに飲酒運転根絶に関する宣言」を
読み上げ、参加者全員の拍手で承認された。宣言は下記のとおり。

一　経営トップが先頭に立ち、交通事故防止活動を積極的に推進する
一　日常点検の徹底、増し締め等の確実な実施により『車輪脱落事故防止』を徹底する
一　出庫及び帰庫時における対面点呼で、目視及びアルコールチェッカーを用いた確実
かつ厳正な点呼の実施等により『飲酒運転根絶』への取組みを徹底する

一　労働時間等の改善基準に則った運行及び過労運転防止を徹底する
一　運転者の健康に起因した交通事故防止を徹底する

支　部 店・社名 代表者名 郵便番号 住　所 車両台数

県中 ㈲栄伸物流　本宮営業所 和 田  　 正 969-1100 本宮市本宮字南ノ内 63-1 8
会津 南総建㈱ 目 黒 良 樹 967-0611 南会津郡南会津町山口字堀田 791 9
相双 富岡生コン㈱ 櫻 井  　 貫 979-1141 双葉郡富岡町大字上手岡字茂手木 41-1 6

新規入会事業所

支　部 店・社名 代表者名 郵便番号 住　所 車両台数

県北
㈱シンクラン　福島営業所 手 塚 正 人 960-0101 福島市瀬上町字西中川原 76-2 

コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ 福島セールスセンター内 6

福島運送㈱　   伊達桑折インター営業所 斎 藤 敏 行 969-1652 伊達郡桑折町大字成田字元宿 22-3 11

会津 ㈱シンクラン　会津営業所 手 塚 正 人 965-0059 会津若松市インター西 33-3
コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ 会津セールスセンター内 5

いわき ㈱シンクラン　いわき営業所 手 塚 正 人 970-8024 いわき市平北白土字宮前 41
コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ いわきセールスセンター内 5

新賛助会員事業所
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　ホイール・ボルトの折損等による大型車の車輪脱落事故は令和５年度には142件発生しており、当該
事故の時期は冬期（11月～３月）に集中し、冬用タイヤ交換後１ヶ月以内に多く発生する傾向にありま
す。また、車籍別にみると東北地区で多く発生し、約40％の割合を占めています。

『左後輪チェックOK』のステッカーを希望事業者へ無料配布いたします。
数に限りがございますので、希望される場合はQRコードよりお早目にご連絡ください。
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適正化
だより

防ごう！車輪脱落事故　

適正化事業部　菅野 誠

車両総重量８ｔ以上のトラックで、ホイール・ナットの脱落などの車輪脱落事故を起こすと、行政処分等により
車両の使用停止になります。さらに３年以内に再発すると整備管理者は解任されます。

令和５年10月１日より車輪脱落事故防止対策として、
自動車運送事業者及び整備管理者に対する行政処分が強化されました。

車両の使用停止期間
初　違　反 ２０日 車
再　違　反 ４０日 車

※車輪が脱落した要因に事業者の関与がなく事
業者による点検整備が確実に行われていること
の証明があった場合を除く。車両総重量８ｔ以
上の自動車に限る。

【車輪脱落を防ぐ５つのポイント『お・と・さ・な・い』】のポスターを同封いたしますのでご活用ください。

◎事業所/営業所名、◎担当者名、◎送り先住所、◎枚数
上記を必ず入力し送信してください。

ふくしまゼロカーボンアワード2024 ㈱デイリー サービスが最優秀賞
開催日 令和６年12月９日㈪ 場　所 福島市 ホテル福島グリーンパレス

　「ふくしまゼロカーボンアワード」は、2050年カーボンニュートラル
の実現に向けて、県内において地球温暖化対策に率先して取り組んで
いるモデル的な事業所を表彰し、こうした事業所をけん引役として、県
内すべての事業所における地球温暖化対策の推進をはかる福島県の
取組である。
　この度、㈱デイリーサービスが運輸部門で最優秀賞を受賞した。デ
イリーサービスでは効果的な取組を推進するためＫＰＩを設定したうえ
で、社内において原因や改善案を定期的に検討しながら、アイドリング
ストップなどによる燃料使用量の削減や内洗車機の導入による水道使
用量の削減、特注コンテナ導入による積載率の向上など、様々な取組
を意欲的に進めている点が高く評価された。 授賞式の様子

内堀知事より賞状を受けとるデイリーサービス引地孝之社長

令和６年度「陸運事業者のための安全マネジメント研修」を開催
開催日 令和６年12月６日㈮ 場　所 郡山市 県中研修センター 参加者 100名

　本研修は「運輸安全マネジメント」と「陸運業における労働安全
衛生マネジメントシステムガイドライン（RIKMS）」の両マネジメン
トを理解し、一体的に運用することにより、事故や災害のリスク低
減、安全衛生のレベルアップを図ることを目的に開催された。
　研修では運輸安全向上のためのPDCAサイクル管理手法やリスク
アセスメントの具体的な進め方について講演が行われた。

講　師 陸上貨物運送事業労働災害防止協会　安全管理士 今井　侯 氏
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事故防止講習会（郡山・本宮地区）を開催
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事故防止講習会（郡山・本宮地区）を開催
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　今回ご紹介するのは、郡山市にある㈲大原運送の大原亮子さん。社長のサポートとして全ての業務
に携わりながら、運行管理、労務管理、経理全般業務を行っています。運行管理の資格取得の際には、
当時お子さんが小さかったため、子育てしながら夜中から朝方まで２週間勉強を行い、見事一発合格さ
れたとのことです！また、今年度から女性部会の役員にも抜擢され、より一層、積極的に部会活動も行っ
ています。休日に気心の知れた友人とゴルフに行ったり、友人・家族と焼肉を食べに行ったりすることが
元気の源と語る大原さん。いつもポジティブで、それが自然体でもある大原さんの今後の活躍にも期待
しちゃいます！！（矢吹）
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① トラック共済独自の掛金率。 
② 多数割引は最大で10％、優良割引は最大で70％、業界トップクラスです。 
③ 契約後の異動・減車・解約処理はすべて日割りで計算します。短期率の処理は行っておりません。 
④ 優良割引率は損害率による算定方式を採用。共済金支払いによる優良割引率ダウンは1年度に15％～20％を 

限度、また大口共済金支払い案件については2年度までの反映としており、過去の事故を長く引きずりません。 
⑤ 車両共済は、掛金の割増なしで価格協定としており1年間で共済価格は減価しません。 
⑥ 事故処理も契約者毎の担当者制を採用、事故担当者の顔が見える円滑な事故処理が可能です。 
⑦ 車両の入替えに車種による制限はございません。 
⑧ 決算剰余金が出た場合、利用分量配当金がでます。（過去最高33％） 
⑨ 不測の事態に備え、対人･対物の再共済制度に加入しております。 
⑩ 損保の代理店業務も行っておりますので損保商品（貨物補償制度・業務災害補償制度など）も取り扱っております。 

      

  

  

  

  

本年もトラック運送事業者様の共済

福福島島支支部部  担担当当  下下田田  ･･  齋齋藤藤  
福福島島市市飯飯坂坂町町平平野野字字若若狭狭小小屋屋３３２２    
TTEELL  ００２２４４－－５５５５５５－－００１１００７７  
FFAAXX  ００２２４４－－５５５５５５－－００１１００８８  

トトララッックク共共済済のの特特徴徴  

東北交通共済は非営利組織として運送事業者に特化した
自動車共済（保険）、自賠責共済（保険）、各種損保商品の販
売及びトラックの事故防止事業を運営しております。 
トラック協会と共に歩む全国トラック交通共済連合会加盟

の東北交通共済にお気軽にご相談ください。 
Face to  Face！ お会いしないとトラック共済の良さは

お伝えできません。 
悩む前にまずお電話を！！ 

 

郡郡山山支支部部  担担当当  山山崎崎  ･･  佐佐々々木木  
郡郡山山市市喜喜久久田田町町卸卸３３丁丁目目77－－22      
TTEELL  ００２２４４－－９９５５３３－－３３４４２２００  
FFAAXX  ００２２４４－－９９５５３３－－３３４４２２１１  

又又はは    
福福島島県県トトララッックク協協会会  
田田母母神神専専務務理理事事（（東東北北交交通通共共済済理理事事））ままでで  

をよろしくお願いいたします
ご連絡いただければ職員がお伺いしてご説明申し上げます。 
保険設計、何でもご相談を無料で承ります。 
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